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簡
易
保
険
の
積
立
金
か
ら
融
資
 

郵
便
局
（
郵
政
省
）
で
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
事
情
を
＋
分

に
考
慮
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の

向
上
と
公
共
施
設
の
早
期
建
設
を

目
標
に
、
皆
さ
ん
の
加
入
し
て
い

る
簡
易
保
険
の
積
立
て
の

一
部
を

公
共
施
設
の
資
金
と
し
て
還
元
融

資
し
て
い
ま
す
。
 

当
町
で
も
諸
施
設
の
早
期
建
設

が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
現
状
か

ら
、
こ
の
簡
保
資
金
の
融
資
を
受

け
て
数
多
く
の
建
設
事
業
に
と
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
五
年
に
お
い
て
、
こ
の
融

資
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
施
設
は
第

ニ
金
木
団
地
の
 
「住
宅
四
戸
」
、
 

川
倉
小
学
校
「
屋
内
運
動
場
」
が

あ
り
ま
す
。
 

川倉小学校屋内運動場 （平成四年度）川倉小学校 第ニ金木団地（四戸） 

平成5年度 簡保資金融資事業 
（単位：千円） 

Ni 	N 
総事業費 

旧
ポ
泰
皿
 

国
工
文
 

山
山
 

町 	債 

（長期借入金） ー般財源 
簡保資金 

第二 
金木団地 69,413 33,894 21,600 13,919 

川倉小学校
屋内運動場 133,708 51,814 33,400 48,494 
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▲ヒバをふんだんに使った川倉小 

▼感謝のことばを述べる川倉小学校長 

薪-U扇厚展新築落威記念武典 

川
倉
小
学

校
 新

築
落

成
式
 

五
月
二
十
六
日
、
川
倉
小
学
校
 

（
校長
廿
天
内
織
雄
）
の
新
築
落

成
記
念
式
典
が
同
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
教
育
関
係
者
、
地
域

住
民
約
百
五
十
人
が
出
席
し
て
、
 

新
し
い
校
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た
 昭

和
三
十
四
年
に
建
設
さ
れ
た

校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
四
 
 年

七
月
か
ら
新
校
舎
の
工
事
に
着

工
し
、
町
の
特
産
で
も
あ
る
ヒ
バ

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
校
舎
が

平
成
六
年
三
月
に
完
成
。
 

式
典
で
は
、
田
中
町
長
が
、
 
「
 

新
校
舎
で
心
を
新
た
に
し
勉
強
に

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
己
と
式
辞
を
述
べ
、
工
事
関
係

者
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
全
校
生
徒
が
「
新
校

舎
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
い
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
天
内
校
長
が
「
感
謝

と
希
望
の
心
を
持
っ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
己
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
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来
月
か
ら
 

3
7種
を
 

適
用
 

金
木
町
役
場
で
は
、
町
民
の
利

便
性
向
上
、
行
政
事
務
の
簡
略

化

傾
向
を
目
的
に
押
印
省
略
を
検
討

し
て
い
ま
し
た
。
 

七
月
一
日
か
ら
、
住
民
票
交
付

申
請
書
用
紙
な
ど
三
十
七
種
の
書

式
に
つ
い
て
押
印
を
不
用
と
し
て

受
け
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

押
印
省
略
に
な
る
書
類
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

③ 広報かなぎ川川mlIlHI 

印押 

要不 
を省略する申請書等各課のまとめ 

No. 関 イ系 言果 書 	式 	名 	禾自く 

1 建 設 言鼻と ブノレドーサ言ー等イ吏月引頭 

2 都市計i重］区l」；或夕ト言正月月原頁 

3 確認申言青区：域外言正月月原頁 

4 民 生 言果 廃棄物」般入許可申請書 

5 保健バス利用原頁 

6 各老人福祉センター利用申込書 

7 各老人福ニ祉11二ンター使用料i成免申請書 

8 各老ノ、、憩いの家使用許可願 

9 各老人憩いく7）家使用米斗I成免申請書 

10 斎場イ吏耳］願 

11 霊才医車利用願 

12 イ呆健・センター使用申請書： 

13 福祉タクシ一利用券交イ寸申請書 

14 秒色 務 言果 軽自動車税納税言jE明申請書： 

15 産 業 言果 田丁営牧野使用許可申請書 

16 自烈S1木養村管理センター使用許可申請書 

17 自烈訓木養村管理センタ一イ吏用米斗●成免申請書 

18 教 育 委 貝 会 海洋センター利用言午石丁申請書 

19 歴史民イ谷資米斗食官雀見覧米斗ij戎免申請書 

20 中央公民館使用言午可申請書 

21 中央公民館使用米H成免申請書 

22 嘉i東瓦公民館使用許可申請書 

23 嘉I頼公民館使用米斗洞と免申請書 

24 農業者トレー＝．ンク”ーセンターイ吏用言午可申請書 

25 農業者トレノーニ二ンク”ま二ンター使F月米斗振父免申言青書 

26 糸念 務 言果 ーマイ クロノぐス、手り月1願 

27 各集会施設使用許可願 

28 各集会施設使用米斗i成免願 

29 i商 二Iニ 観 う七 課 芦野公園 fj3干4多施設イ昔用願 

30 田丁 民 言果 戸籍月誉本甘少2トこ交イ寸申請書 

親
族
以
外
は
 

印
鑑
が
必
要
で
す
  

31 除籍月誉本才少コトこ交イ寸申請書 

32 イ主民票交イ寸申請書 

33 住民票記載証月月交イ寸申請書 

34 戸籍附一票交イ寸申請書 

35 届書記載証明交イ寸申請書 

36 受理証月月書交イ寸申請書 

37 土里火葬言午石丁交イ寸申請書 
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六
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平
成
六
年
度
の
行
政
協
力
委
員

会
総
会
が
五
月
九
日
に
開
か
れ
会

長
菊
池
良
治
、
副
会
長
小
野
元
靖
、
 

須
崎
正
之
助
、
伊
藤
柾
雄
の
各
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

行
政
協
力
委
員
会
は
、
町
行
政

の
円
滑
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向

上
を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
委

員
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
方
を
町
長

が
委
嘱
し
た
委
員
で
組
織
し
て
お

り
、
現
在
9
8
名
の
委
員
が
い
ま
す
。
 

⑥
印
は
会
長
 

⑨
印
は
副
会
長
 

〇
印
は
常
任
委
員
 

金
木
地
区
 

本
 

栄
 

三
 

麟
 

神
島
 
哲
実
 

区
 
大
澗
喜
代
美
 

田
中
 
イ
エ

須
崎
正
之
助

外
崎
 
誠

杉
山
 
邦
義
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行政相談を 
ご利用ください 

ん
 

泉谷唯男さ

消防長官表彰 

木村陽子さん

新たな決意 

(
 

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

町
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
、
行
政
の
行
う
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な

ど
が
あ
っ
た
と
き
、
最
も
身
近
な

相
談
相
手
に
な
る
の
が
行
政
相
談

員
で
す
。
 

●

こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
 

●
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
良
い
か
わ

か
ら
な
い
 

●

苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
処
理
 

消
防
団
員
と
し
て
、
三
十
四
年

の
永
き
に
わ
た
り
消
防
の
発
展
に

精
励
し
、
消
防
力
の
強
化
と
団
員

の
指
導
育
成
に
尽
力
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
泉
谷
唯
男
さ
ん
が
三
月

二
日
平
成
五
年
度
青
森
県
消
防
功

労
表
彰
式
で
消
防
長
官
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
 

受
彰
し
た
泉
谷
さ
ん
は
「
最
高

の
賞
を
頂
き
感
激
で
す
。
こ
れ
か
 

●
 

ー
 
ら

は
後
継
者
の
育

M
 
成
に
も
力
を
入
れ
 

襟
籍
軽
 

孔
 
い
き
た
い
と
思
い

凝
 
ま
す
。」
と
決
意
を

競
 
新
た
に
し
て
い
ま
 

‘
円
 

』
 
‘
 

し
た
。
 
 

に
納
得
で
き
な
い
 

●

処
理
が
間
違
っ
て
い
る
 

●

説
明
が
納
得
で
き
な
い
 

な
ど
行
政
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ

ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
 

相
談
は
無
料
で
秘
密
を
守
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

相
談
方
法
は
、
直
接
電
話

・
手

紙
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

受
け
た
相
談
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
 

一
 
 

例
や
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
そ
の

後
の
行
政
運
営
に
生
か
す
と
い
う

大
切
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
 

定
例
相
談
日
は
、
 「
お
知
ら
せ

版
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

◆
町
の
行
政
相
談
員
 

角
 
田
 
ひ
 
さ
 

金
木
字
朝
日
山
四

一
四
 

公
五
三
ー
三

一
二
八
 

五
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
 

青
森
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
第
ニ
十
回
春
季
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
が
行
わ
れ
、
嘉
瀬
小
学

校

（
校長
廿
片
田
興
）
六
年
の
木

村
陽
子
さ
ん
が

一
〇
〇
M
十
四
秒

〇
四
の
成
績
で
一
位
を
お
さ
め
記

録
書
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 
「
一

位
は
と
っ
て
も
う
れ
し
い
。
こ
れ

か
ら
は
も
っ
と
練
習
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
己
と
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
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早
記
 
、盛
，

谷
 

良

葦

垂
男

．
 

繊
餌

雄
姦

ー
、
鱗
建
？
“
素A
ぶキ
 

‘官
紀
内
朴

ま
 

。
 @ 

相談員の角田ひささん 

表紙の写真 
6 月 5 日、町内各小学校で一斉

に運動会を開催。 

川倉児童館の生徒の 『かわいい

救急車』 のひとこま。 

子供達は、父兄と 2 人 1組でタ

ンカにぬいぐるみを乗せて順位を

競いました。途中でぬいぐるみを

落してしまう子が続出。 

『がんばれ』 『いいぞ！ 1 』 の

応援の声が晴れわたった空に響き

渡りました。 



ウツシツシー 

モーモー 

央
公
民
館
前
で
白
い
プ
ーフ
ン
タ

ー
 

に
 
「サ
ル
ビ
ア
」
 
「マ
リ
ー
ゴ

ー
 

ル
ド
」
 
「ペ
チ
ュ
 ニ
ア
」
 
「ベ
コ

ニ
ア
」
 
の
四種
二
百
六
十
六
本
の

花
を
移
し
換
え
て
い
ま
し
た
。
こ

の
花
は
、
金
木
町
内
の
至
る
所
に

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

成
田
会
長
は
、
 
「花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
団
体

や
子
供
た
ち
の
体
験
学
習
を
と
お

し
て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
今

年
の
秋
頃
ま
で
に
川
倉
か
ら
嘉
瀬

ま
で
の
国
道
三
三
九
号
線
を
秋
の

花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
己
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

金
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会

（
会長
ー
成
田
亀
逸
）
と
さ

わ
や
か
グ
ル
ー
プ

（会
長
ー
小
山

内
ト
シ
エ
）
が
明
る
く
健
康
な
町

民
の
育
成
と
町
づ
く
り
を
目
指
し

五
月
十
二
日
、
十
三
日
の
二
日
間
 

「花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
 
を行
い
ま
 

美しい自然

人の手から 

ー
 

し
た
。
 

こ
の
日
、
参
加
者
十
七
人
が
中
 

小
田
川
山
地
内
の
町
営
模
範
牧

場
に
五
月
十
六
日
肉
用
牛
黒
毛
和

種
の
放
牧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空

に
も
か
か
わ
ら
ず
朝
早
く
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
で
運
び
こ
ま
れ
た
牛
は
、
 

子
牛
八
頭
に
、
育
成
牛
一
頭
、
成

牛
二
十

一
頭
の
合
わ
せ
て
三
十
頭
。
 

長
い
冬
の
間
牛
舎
に
閉
じ
込
も

っ
て
い
た
せ
い
か
広
い
牧
区
を
待

ち
こ
が
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
一
 

朝
野
球
開
幕
 

ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
 

気
に
駆
け
回
っ
た
り
、
は
ぐ
れ
た

親
牛
を
探
す
子
牛
や
新
鮮
な
草
を

食
べ
歩
く
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
牛
た
ち
は
、
十
月
下
旬
ま

で
こ
の
自
然
あ
ふ
れ
る
牧
場
で
暮

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

五
月
十
六
日
、
小
雨
の
降
る
中

芦
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
金
木
町
朝
野

球
選
手
権
大
会
の
開
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
A
級
、
B
級
合
わ
せ

て
十
三
チ
ー
ム
の
参
加
。
 

開
会
式
で
は
、
前
年
度
優
勝
チ
 

ー
ム
の
A
級
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
、
 

B
級
上
町
ク
ラ
ブ
か
ら
優
勝
旗
が

返
還
さ
れ
、
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
岩

村
弘
男
主
将
が
力
強
く
選
手
育
言
ロ

を
し
ま
し
た
。
 

戦
い
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
 

五
月
＋
九
日
、
大
東
ケ
丘
サ
ン

ト
ピ
ア
ホ

ー
ム
（
園
長
廿
花
田
昭

一
）
で
は
、
園
生
の
実
習
を
兼
ね
、
 

芦
野
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
「
花
時

計
」
 
に
花
を植
え
ま
し
た
。
 

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
で
は
、
園

生
の
作
業
実
習
で
花
の
苗
を
育
て

て
お
り
、
こ
の
日
園
生
十
六
人
が

マ
リ
ー
ゴ
ル
ド
、
ケ
イ
ト
ー
、
サ

ル
ビ
ア
三
種
、
五
百
本
の
苗
を
丁

寧
に
植
え
町
に
寄
附
し
た
も
の
。
 

今
年
植
え
た
色
と
り
ど
り
の
花

は
、
長
持
ち
す
る
花
な
の
で
秋
ご

ろ
ま
で
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
そ
う
で
す
。
 

II田川―川広報かなぎ ⑥ 

人目を引＜ 

花時計 



五
月
二
十
」
ハ
日の
タ
方
、
芦
野

児
童
動
物
園
に
三
戸
町
の
城
山
公

園
か
ら
シ
カ
が
贈
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
 麟

 
騒
 

現
在
芦
野
公
園
に
は
、
雄
ニ
頭
、
 

雌
二
頭
の
シ
カ
が
い
ま
す
。
し
か

し
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
繁
殖
し

続
け
、
そ
の
間
外
部
か
ら
の
シ
カ

が
入
ら
な
か
っ
た
た
め
、
血
が
濃

く
な
り
過
ぎ
、
生
れ
る
子
ジ
カ
も

小
型
化
、
こ
れ
以
上
子
ジ
カ
を
生

む
の
は
無
理
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
こ
ヘ
シ
カ
の
頭
数
が
増
え
過

ぎ
て
、
お
り
が
狭
く
な
っ
て
い
た

三
戸
町
の
城
山
公
園
シ
カ
園
か
ら

雄
一
頭
、
雌

一
頭
が
贈
ら
れ
、
雌

は
既
に
身
ご
も
っ
て
い
る
よ
う
で
、
 

「
こ
れ
か
ら
シ
カ
を
ど
ん
ど
ん
増

や
せ
る
い
と
関
係
者
を
喜
ば
せ
て

い
ま
す
。
 

▲
シ
力
の
名
前
を
募
集
 

新
し
く
芦
野
公
園
の
動
物
園
に

仲
間
入
り
を
し
た
「
シ
カ
」
 
に名

前
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 ハ
ガ
ギ
に

雄
と
雌
の
名
前
を
記
入
し
、
住
所
、
 

氏
名
、
年
齢
、
職
業

（学
年
）
、
 

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
 

〒
0
3
7
1
0
2
 

金
木
町
大
字
金
木
字
 

朝
日
山
3
2
3
 

金
木
町
役
場
商
工
観
光
課
ま
で
お

送
り
下
さ
い
。
 

名
前
が
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
す
の
で

ど
し
ど
し
ご
応
募
下
さ
い
。
 

動物園に新しい仲間

く名前募集中＞ 

苗っこ取って（嘉小 

五
月
二
十
五
日
、
嘉
瀬
小
学
校
 

（
校
長廿
片
田
興
）
五
年
生
五
十

一
人
が
、
毘
沙
門
小
学
校
の
生
徒

と
合
同
で
五
所
川
原
地
区
の
田
ん

ぽ
に
、
も
ち
米
を
植
え
ま
し
た
。
 

機
械
化
が
進
み
田
植
え
を
し
た
 

喜
良
市
小
学
校
（
校
長
廿
坂
本

幸
隆
）
で
は
五
月
二
十
八
日
に
毎

年
恒
例
の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

田
植
え
は
体
験
学
習
の
一
環
と

し
て
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
百

三
十
五
人
が
参
加
。
学
校
田
が
校

舎
北
側
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
稲

の
成
長
記
録
や
観
察
出
来
る
の
が

狙
い
。
 

こ
の
日
は
、
田
植
え
日
和
り
と

あ
っ
て
短
パ
ン
に
半
そ
で
シ
ャ
ツ
 
 こ

と
が
な
い
と
い
う
子
供
が
増
え

て
い
る
中
で
体
験
学
習
を
始
め
て

今
年
で
十
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
 

晴
天
の
こ
の
日
、
初
め
て
田
植

え
を
す
る
子
供
が
ほ
と
ん
ど
で
、
 

自
分
の
顔
に
泥
で
ひ
げ
を
書
い
て

お
ど
け
る
子
や
田
ん
ぽ
に
足
を
取

ら
れ
て
こ
ろ
ぶ
子
な
ど
終
始
に
ぎ

や
か
。
 

嘉
瀬
農
協
青
年
部
と
若
妻
会
の

協
力
の
も
と
、
秋
の
収
穫
、
も
ち

つ
き
大
会
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
一
株

ず
つ
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
 

姿
で
田
ん
ぼ
に
は
い
っ
た
子
供
た

ち
は
、
 
「冷
た
い
」
 
「苗
も
っ
と

ち
ょ
う
だ
い
」
 
な
ど大
は
し
ゃ
ぎ

し
な
が
ら
、
十
セ
ン
チ
ほ
ど
に
伸

び
た
ム
ツ
ホ
マ
レ
の
苗
を
丁
寧
に

植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。
 

去
年
は
冷
害
で
稲
穂
に
米
が

一

粒
も
入
っ
て
お
ら
ず
、
稲
を
刈
り

全
部
燃
や
し
て
し
ま
っ
た
と
言
い

ま
す
。
 

今
年
は
二
十
俵
の
お
米
が
収
穫

出
来
る
予
定
で
す
。
 

⑦ 広報かなぎ―川川IImmII 	 

誰が早いかな（喜良市小） ー
ル
の
大
き
い
泥
遊
び
？
 



●

」
』
 

』
に・
一
 

1994.5.1 

新郎泉谷 

新婦 泉 谷 栄理さん（金 木） 

1994.5.4 

新郎 吉崎 佳仁さん（嘉 瀬） 

新婦 野村 ゆう子さん（金 木） 

1994.5.5 

新郎 高橋 国広さん（木造町） 

新婦 今 	明 美さん伏東ケ丘） 

1994.5.21 

新郎秋元 春 美さん（嘉 瀬） 

新婦 増 田 美加子さん（長 富） 

，
か
谷
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
 

こ
の
度
め
で

た
く
「

か
な
ぎ

公
民
館
ブ

ラ
イ
ダ

ル
」
 
（
企画
・
進
行

廿
事
務
局
 

「金
木
町
中
央
公
民

館
」
）

に
よ
り
カ
ッ

プ
ル
と
な
ら

れ
た
若

い
方

々
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
 

III'IIlHII川川― - 広報かなき ⑧ 

互41〕Py Wedding 

、◇ 凡喝準 oc;D 包 Q ＠戸 
春菊もゆでて 3 cm位にきっておく。 作り方 

／二“一7二 
②、①の水気をしぽってから、⑥と ①市販の味付クラゲに、きゆうりを 

良く混ぜ合わせる。 中華切り、大根は長さ 5 cmの薄切 

嶋／蒜侮ノ、 りにし、ワカメはもどしたのをー 

口大に切り全部混ぜ合わせる。 

、、 	津埼 ;津埼 ,. ②味が足りないと思ったらしよう油 

を少々入れる。 

材 

春菊 

、、 

潜 ブ g 	、 	 食 
プ セ r' 	I 	煽 	、 臨ー（ 	‘，、ム 	菌誓捉 
―ー（ 	'" 	f」 	ー一進墨 '~' 	“ 	吐，肯善 ~ 富貝’一 

●春菊ともやしのからしあえ 

料（ 4 人分） 

150 g 

袋もやし 	 150 g ●ふかひれクラゲの和え物 ノ 	、、唾とr 	~― 	士の 

「練りからし 	少々 材 料（ 4 人分） 」‘ 	」~ 子 
J誠らマ 	， 	“。 

⑧~しよう油 大サジ1 ふかひれクラゲ 	b0og 
七二 ＝ 	、 	J ・‘議‘声‘ 	ん 

［自すりごま 	大サジ1 きゆうり 	 2本 今回はカロリー少なめのへルシー料 

作り方 大根 	 5cm 理です。 

①もやしを歯ざわり良くゆでる。 もどしワカメ 	50g 皆さんもどうぞお試し下さい。 

★
ご
結
婚
を
ご

予
定

さ
れ

て
い
る
方

は
、
お
気
軽

に
金
木
町
中
央
公

民
館
に
ご
相
 

談
下
さ
い
。
 

(
T
E
L
5
31
3
5
8

1
)
 



ふるさと発見 
このクイズは金木町にちなんだ施設、 

名称、文化財などを再発見してもらお

うと問題にしたものです。 
Q・5 月から行われる農作業で最近で

は、ほとんどが機械で行われています。 
この作業は何と言うでしょうつ 

一 二、 	 」 

正解者の中から抽選で3名様に素適 	」 

な記念品を差し上げます。どんどん応 
募して下さい。 	 難う、 

応募方法 	 方も、 
ハガキに住所、氏名、年齢、職業、 

(
 

(
 

乳
幼
児
期
か
ら
学
童
に
至
る
ま

で
の
種
々
の
予
防
接
種
は
、
主
と

し
て
町
村
の
保
健
事
業

の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
集
団

接
種
（
強制
・
義
務
接
種
）
と
任
意

接
種
が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
製

剤
も
副
作

用
の
少
な
い
も
の

に
改

良
さ
れ

て
き
て
い
る
た
め
そ
の
多

く
は
安
全
な
も

の
で
、
町
村
や
学

校
か
ら

の
通
知
に
従
っ

て
さ
え
い

れ
ば
大
き
な
問
題
は
な
い
と
、
多

く
の
方
々
は
理
解
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
 

し
か
し
、
小
児
科
医
と
し
て
の

現
場
か
ら
み
ま
す
と
、
こ
の
集
団

接
種

に
は
問
題
点
が

い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
 
一
番
多
い
ケ
ー
ス
と
し

て
、
接
種
当
日
に
微
熱
が
あ
っ
た

り
、
け
い
れ
ん
の
既
往
が
あ
る
た

め
等
の
理
由
か
ら
接
種
が
延
期
さ

れ
、
本
来
免
疫
を
与
え
て
予
防
し

た
い
時
期
を
逃
し

て
し
ま
い
、
次

の
機
会
ま
で
数
力
月
以
上
も
待
た
 
 な

け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
法
律
で
規
定
し

て

い
る
接
種
時
期
よ
り
実
際
は
低
年

齢
で
も
羅
患
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
 

と
く
に
麻
疹
（
は
し

か
）
や
百
日

咳
は
免
疫
が
な
い
た

め
に
重
症
化

す
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
で

す
。
 

こ
の
よ
う
な
接
種

の
禁
忌
事
項

や
接
種
時
期
の
設
定
は
、
法
律
の

も
と
で
集
団
で
防
衛
す
る
時
代
の

名
残
と
も
い

え
る
の
で
す
。
最
近

は
、
 い
わ
ゆ
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
 

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、

こ
の
予
防
接
種
も
個

人
の
健
康
状
態
を
よ
く
把
握
し
て

い
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
が
そ
れ

ぞ
れ
に
合
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

行
う
こ
と
が
勧
め
ら

れ
て
き
て
い

ま
す
。
実
際
に
今
年
の
秋
に
は
、
 

予
防
接
種
法
も
改

正
さ
れ
、
集
団

接
種
か
ら
こ
の
よ
う
な
個
別
接
種

へ
切
り
か
え
て
い

く
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
病
気
の
 
 予

防
は
個
人

が
防
衛
す
る
時
代

へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
町
村
や
我
々
現
場
の
医
師
が
、
 

予
防
接
種
の
重
要
性
や
副
作
用
に

関
す
る
正
確
な
情
報
を
与
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
同
時

に
予
防
接
種
を
受
け
る
側
も
受
け

身

の
姿
勢
で
な
く
、
積
極
的

に
関

心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が

必
要

で
す
。
 

金
木
病
院
小
児
科
外
来
で
は
、
 

今
年
の
五
月
二
十
日

よ
り
毎
週
金

曜
日
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
一
一

時
ま
で

の
受
付
で
予
防
接
種
の

た

め
の
時
間
帯
を
新
設
し
ま
し
た
。
 

と
く
に
、
予
防
接
種

の
ス
ケ
ジ
ュ
 

ー
ル
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
 

既
往
症
を
持

つ
子
供
な
ど
の
場
合

は
、
子
供
の
体
調
が
良
い
と
き
に

気
軽
に
受
診
し
て
ご
相
談
下
さ
い
。
 

⑨ 広報かなき皿III川I'll" 

 

ズ イ り 
あなたの善意 

~ありがとうございまレた 

 

電話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記事 

③つまらなかった記事（④）ご意見・ご感 

想を記入のうえ 

〒037-02 

金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 
応募の締切は 7 月 2 日当日消印有効。 

当選者の発表は 7 月号に掲載します。 
5月号の答 希望の像 

当選者は次の 3名です。 
嘉 瀬 山 中 美奈子さん 

喜良市 今 良 介 さん 

金 木 原 田 かちえ さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有 

難うございます。今回当選しなかった 

方もこれにめげずどしどしご応募くだ 

金木町社会福祉協議会へ 

（敬称略） 

▼葛西武彦（若松町） 

100,000円

葛西雪丸さんの香典の

一部を 「社会福祉に役立

てて下さい司 と寄附して

下さいました。 

▼福寿会 

（会長一芳賀久子） 

14,250円

会員の積立預金の一部

を 「社会福祉に役立てて

下さい司 と寄附して下さ

いました。 

   



△ 5 

前年同月比

△ 67 人

△ 62人

△ 129人 

5月末現在 

ー世帯数 3,872 

6,033人 

a676人 

12,709人 

男 

女 

計 

ゆ う が 

裕 雅ちゃん 
4 月23日生まれ 
体重 3,170 g 
金 木 米 町 

山中 誠さんの長男 

素直で人に好かれる子に 

なってほしい 

（母 和 永より） 

4 月29日生まれ 
体重 2, 922 g 
金木上山道町 

角田 光さんの二女 

思いやりのある優しい子 

に育ってほしい 

（母 澄 子より） 
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II 川川―広報かなぎ ⑩ 

若
さ
と
健
康
づ
く
り
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八
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